[image: ]ふくいんを　つたえなければ　ならない
りゆうを　しる　こども





げつようび

　　　　　　すると、みなが聖霊 (せいれい)に満 (み)たされ、御霊 (みたま)が話 (はな)させてくださるとおりに、他国 (たこく)のことばで話 (はな)しだした。

使徒 (しと)
2章 (しょう)4節 (せつ)



もしパパやママや先生 (せんせい)など、私 (わたし)を大切 (たいせつ)に思 (おも)ってくれる人々 (ひとびと)が、私 (わたし)と長 (なが)い間 (あいだ)離 (はな)れて過 (す)ごさなければならないとすれば、その人々 (ひとびと)はとても重要 (じゅうよう)な話 (はなし)を残 (のこ)してくれるでしょう。イエス様 (さま)も同 (おな)じでした。聖書 (せいしょ)に記録 (きろく)された預言 (よげん)のみことばのとおりに死 (し)んで三日後 (みにちご)に復活 (ふっかつ)されたイエス様 (さま)が、愛 (あい)する弟子 (でし)たちに言 (い)われた最後 (さいご)のお願 (ねが)いがありました。
最初 (さいしょ)に、すべての国 (くに)の人々 (ひとびと)を弟子 (でし)としなさいと言 (い)われました（マタイ28:16-20）二 (ふた)つ目 (め)、すべての造 (つく)られた者 (もの)に、福音 (ふくいん)を宣 (の)べ伝 (つた)えなさいと言 (い)われました（マルコ16:15-20）。三 (みっ)つ目 (め)、落胆 (らくたん)している人 (ひと)を生 (い)かしなさいと言 (い)われました（ルカ24:13-35）四 (よっ)つ目 (め)、イエス様 (さま)の小羊 (こひつじ)である次 (じ)世代 (せだい)を生 (い)かしなさいと言 (い)われました（ヨハネ21:15-18）このとき、イエス様 (さま)は弟子 (でし)たちに、どんなこともできる神様 (かみさま)がともにおられるので、できると言 (い)われました。
イエス様 (さま)が私 (わたし)にもお願 (ねが)いをされました。そのお願 (ねが)いのとおり福音 (ふくいん)を伝 (つた)えれば、イエス様 (さま)がとても喜 (よろこ)ばれるでしょう。このように、福音 (ふくいん)を伝 (つた)えなければならない理由 (りゆう)を覚 (おぼ)えて、今日 (きょう)、福音 (ふくいん)をくださった神様 (かみさま)に感謝 (かんしゃ)のお祈 (いの)りをしましょう。
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きょうのみことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　









父 (ちち)なる神様 (かみさま)！神様 (かみさま)がくださった恵 (めぐ)みと力 (ちから)で勉強 (べんきょう)ができるように、イエス様 (さま)のお願 (ねが)いを実践 (じっせん)する子 (こ)どもになるように導 (みちび)いてください。生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン

きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
インマヌエル聖日2部　│　2017.4.16　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[image: ]昇天 (しょうてん)される前 (まえ)に、イエス様 (さま)が弟子 (でし)たちに最後 (さいご)にくださったみことばです。
みことばを上 (うえ)からなぞって書 (か)きましょう。

書 (か)いてみよう





昇天 (しょうてん)される前 (まえ)に、イエス様 (さま)が弟子 (でし)たちに最後 (さいご)にくださったみことばです。
みことばを上 (うえ)からなぞって書 (か)きましょう。

１　テオピロよ。私 (わたし)は前 (まえ)の書 (しょ)で、イエスが行 (おこ)ない始 (はじ)め、教 (おし)え始 (はじ)められたすべてのことについて書 (か)き、　キリスト

３　イエスは苦 (くる)しみを受 (う)けた後 (のち)、四十日 (よんじゅうにち)の間 (あいだ)、彼 (かれ)らに現 (あら)われて、神 (かみ)の国 (くに)のことを語 (かた)り、数多 (かずおお)くの確 (たし)かな証拠 (しょうこ)をもって、ご自分 (じぶん)が生 (い)きていることを使徒 (しと)たちに示された。　神 (かみ)の国 (くに)

８　しかし、聖霊 (せいれい)があなたがたの上 (うえ)に臨 (のぞ)まれるとき、あなたがたは力 (ちから)を受 (う)けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマリヤの全 (ぜん)土 (ど)、および地 (ち)の果 (は)てにまで、わたしの証人 (しょうにん)となります。」　
聖霊 (せいれい)の満 (み)たし
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きょうのでんどう　　　　　　　　　　会 (あ)う人 (ひと)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準備 (じゅんび)する資料 (しりょう)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





[image: ]わたし！　のこりのもの　レムナント！




かようび


　　　　　　海辺 (うみべ)はユダの家 (いえ)の残 (のこ)りの者 (もの)の所有 (しょゆう)となる。彼 (かれ)らは海辺 (うみべ)で羊 (ひつじ)を飼 (か)い、日 (ひ)が暮 (く)れると、アシュケロンの家々 (いえいえ)で横 (よこ)になる。彼 (かれ)らの神 (かみ)、主 (しゅ)が、彼 (かれ)らを訪 (おとず)れ、彼 (かれ)らの繁栄 (はんえい)を元 (もと)どおりにするからだ。

ゼパニヤ
2章 (しょう)7節 (せつ)


イエスがキリストという福音 (ふくいん)を知 (し)っている神 (かみ)の子 (こ)ども、レムナントは、悪 (わる)い暗 (くら)やみの勢力 (せいりょく)との戦 (たたか)いで勝利 (しょうり)するしかありません。神様 (かみさま)は、そのような奥義 (おくぎ)を持 (も)った子 (こ)どもが完 (かん)ぺきに勝利 (しょうり)するように導 (みちび)いてくださいます。レムナントひとりが地球 (ちきゅう)全体 (ぜんたい)を掌握 (しょうあく)する暗 (くら)やみの勢力 (せいりょく)と戦 (たたか)っても勝 (か)つことができます。モーセがエジプトの時期 (じき)に、この祝福 (しゅくふく)を味 (あじ)わったレムナントだったように、今 (いま)は私 (わたし)がまさにその残 (のこ)りの者 (もの)レムナントです。
この奥義 (おくぎ)を持 (も)っている私 (わたし)が、今日 (きょう)から残 (のこ)りの者 (もの)の祝福 (しゅくふく)を味 (あじ)わうためにしなければならないことがあります。まず、暗 (くら)やみの勢力 (せいりょく)を打 (う)ち破 (やぶ)るまことの福音 (ふくいん)の力 (ちから)を回復 (かいふく)しなければなりません。そして、神様 (かみさま)が私 (わたし)をいつどこでも人 (ひと)を生 (い)かす残 (のこ)りの者 (もの)として呼 (よ)ばれたことを覚 (おぼ)えましょう。そのとき、福音 (ふくいん)がない友 (とも)だちが体験 (たいけん)している問題 (もんだい)も見 (み)えるようになるでしょう。イエスがキリストという正確 (せいかく)な答 (こた)えをその友 (とも)だちに伝 (つた)えたら生 (い)かすことができます。神様 (かみさま)はこの働 (はたら)きをするレムナントに、以前 (いぜん)にもなくて、これからもない答 (こた)えをくださるでしょう。
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きょうのみことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　









父 (ちち)なる神様 (かみさま)！苦 (くる)しみを体験 (たいけん)しているこの世 (よ)の中 (なか)で、残 (のこ)りの者 (もの)として呼 (よ)んでくださってありがとうございます。福音 (ふくいん)の力 (ちから)で友 (とも)だちに正確 (せいかく)な答 (こた)えを与 (あた)える奥義 (おくぎ)を悟 (さと)る知恵 (ちえ)をください。生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン

きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ヨーロッパ伝道集会（ロンドン）1講│　2017.4.18　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[image: ]聖書 (せいしょ)の重要 (じゅうよう)なところに、残 (のこ)りの者 (もの)、残 (のこ)った者 (もの)、残 (のこ)された者 (もの)という単語 (たんご)が
あります。そのみことばを聖書 (せいしょ)から探 (さが)して下 (した)に書 (か)きましょう。

さがして書 (か)こう



ヨエル２：３２



ローマ９：２７




















ローマ１１：５
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きょうのでんどう　　　　　　　　　　会 (あ)う人 (ひと)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準備 (じゅんび)する資料 (しりょう)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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ちらされた　もの



すいようび


　　　　　　使徒 (しと)
11章 (しょう)19節 (せつ)
さて、ステパノのことから起 (お)こった迫害 (はくがい)によって散 (ち)らされた人々 (ひとびと)は、フェニキヤ、キプロス、アンテオケまでも進 (すす)んで行 (い)ったが、ユダヤ人 (じん)以外 (いがい)の者 (もの)にはだれにも、みことばを語 (かた)らなかった。



「散 (ち)らされた者 (もの)」は、聖書 (せいしょ)に記録 (きろく)されている、とても重要 (じゅうよう)な単語 (たんご)です。神様 (かみさま)が、イエスがキリストというまことの福音 (ふくいん)を伝 (つた)えようと、全世界 (ぜんせかい)のあちこちに送 (おく)られた者 (もの)を表 (あらわ)すことばだからです。時代 (じだい)ごとにいたその人々 (ひとびと)を通 (とお)して、死 (し)んでいく人 (ひと)と現場 (げんば)を生 (い)かすことができました。私 (わたし)たちは、このように重要 (じゅうよう)なことをした散 (ち)らされた者 (もの)に、神様 (かみさま)のすべての関心 (かんしん)があるという事実 (じじつ)をいつも覚 (おぼ)えていなければなりません。
初代 (しょだい)教会 (きょうかい)にも、散 (ち)らされた者 (もの)がいました。その人々 (ひとびと)は、すべての民族 (みんぞく)に福音 (ふくいん)が宣 (の)べ伝 (つた)えられた後 (あと)に終 (お)わりがくるという事実 (じじつ)を知 (し)っていました。ですから、どんな迫害 (はくがい)やかん難 (なん)がきても、揺 (ゆ)れなかったのです。これからレムナントとして呼 (よ)ばれた私 (わたし)たちも、時刻表 (じこくひょう)にしたがって、タラントを持 (も)って全国 (ぜんこく)と世界 (せかい)へ散 (ち)るでしょう。そこで人間 (にんげん)関係 (かんけい)や経済 (けいざい)のことなどで、いろいろな困難 (こんなん)にあうこともあります。しかし、散 (ち)らされた者 (もの)の契約 (けいやく)を握 (にぎ)って出発 (しゅっぱつ)すれば、神様 (かみさま)が必 (かなら)ず答 (こた)えと証拠 (しょうこ)をくださるでしょう。未来 (みらい)に向 (む)かって、今日 (きょう)も、ただ福音 (ふくいん)だけ叫 (さけ)ぶレムナントになりましょう！
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きょうのみことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　









父 (ちち)なる神様 (かみさま)！これから行 (い)くようになる現場 (げんば)と、出会 (であ)うようになる人 (ひと)たちを、あらかじめ備 (そな)えてくださっていることをありがとうございます。いつ、どこでも、散 (ち)らされた者 (もの)の使命 (しめい)をはたすことができる準備 (じゅんび)をするように助 (たす)けてください。 生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン

きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ヨーロッパ伝道集会（ロンドン）2講│　2017.4.19　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[image: ]さんびしよう



福音 (ふくいん)だけ
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きょうのでんどう　　　　　　　　　　会 (あ)う人 (ひと)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準備 (じゅんび)する資料 (しりょう)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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[image: ]
きょうのでんどう　　　　　　　　　　会 (あ)う人 (ひと)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準備 (じゅんび)する資料 (しりょう)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





[image: ]レムナントの　しんこうせいかつ



もくようび


創世記 (そうせいき)
37章 (しょう)9節 (せつ)
ヨセフはまた、ほかの夢 (ゆめ)を見 (み)て、それを兄 (あに)たちに話 (はな)した。彼 (かれ)は、「また、私 (わたし)は夢 (ゆめ)を見 (み)ましたよ。見 (み)ると、太陽 (たいよう)と月 (つき)と十一 (じゅういち)の星 (ほし)が私 (わたし)を伏 (ふ)し拝 (おが)んでいるのです」と言 (い)った。


神 (かみ)の子 (こ)どもである私 (わたし)は、キリストの光 (ひかり)を持 (も)つレムナントです。そのような私 (わたし)が行 (い)く所 (ところ)には、やみのサタンの勢力 (せいりょく)が離 (はな)れるようになります。私 (わたし)の中 (なか)にあるキリストの光 (ひかり)が照 (て)らされるからです。私 (わたし)が福音 (ふくいん)で刻 (こく)印 (いん)されれば、されるほど、サタンの勢力 (せいりょく)は遠 (とお)く遠 (とお)くに逃 (に)げます。福音 (ふくいん)の力 (ちから)を持 (も)っている私 (わたし)は重要 (じゅうよう)な存在 (そんざい)です。いまはキリストの光 (ひかり)を照 (て)らすために、神様 (かみさま)が言 (い)われている正 (ただ)しい信仰 (しんこう)生活 (せいかつ)を実践 (じっせん)しなければなりません。
最初 (さいしょ)に、何 (なに)よりも先 (さき)に、心 (こころ)に福音 (ふくいん)のみことばを刻印 (こくいん)しましょう。毎日 (まいにち)、私 (わたし)の大切 (たいせつ)な時間 (じかん)に神様 (かみさま)とともにいるみことばを刻印 (こくいん)する時間 (じかん)を必 (かなら)ず持 (も)ちましょう。今 (いま)は、とても小 (ちい)さなことだと見 (み)えるこのことを毎日 (まいにち)しているなら、ヨセフのように、夢 (ゆめ)にも現 (あらわ)れるくらい、みことばを心 (こころ)にしまっておくようになるでしょう。二 (ふた)つ目 (め)、神様 (かみさま)がくださる約束 (やくそく)のみことばに根 (ね)をおろしましょう。最 (もっと)も良 (よ)い方法 (ほうほう)は、毎日 (まいにち)5分 (ふん)ずつでも祈 (いの)ることができる体質 (たいしつ)をそろえましょう。そのときから、目 (め)に見 (み)えなかった災 (わざわ)いまで完全 (かんぜん)に崩 (くず)れて、まことの信仰 (しんこう)生活 (せいかつ)が始 (はじ)まるでしょう。勉強 (べんきょう)と遊 (あそ)ぶことも、神様 (かみさま)がくださる力 (ちから)でできるようになります。今日 (きょう)から挑戦 (ちょうせん)してみましょう。
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きょうのみことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　










父 (ちち)なる神様 (かみさま)！福音 (ふくいん)とみことばと祈 (いの)りで、私 (わたし)の刻印 (こくいん)、根 (ね)、体質 (たいしつ)を変 (か)えることができるように助 (たす)けてください。そして、すべての暗 (くら)やみの勢力 (せいりょく)がくずれていく、まことの信仰 (しんこう)生活 (せいかつ)を始 (はじ)めることができるように恵 (めぐ)みをください。 生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン
きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


ヨーロッパレムナント大会（ロンドン）1講　│　2017.4.20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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かみさまの　なかに　いる　わたし




きんようび

　　　　　　だれでも、イエスを神 (かみ)の御子 (みこ)と告白 (こくはく)するなら、神 (かみ)はその人 (ひと)のうちにおられ、その人 (ひと)も神 (かみ)のうちにいます。

Iヨハネ
4章 (しょう)15節 (せつ)


「比較 (ひかく)」とは、２つ以上 (いじょう)の事物 (じぶつ)をおいて、おたがいの間 (あいだ)の似 (に)ている点 (てん)、ちがう点 (てん)などをよく見 (み)て調 (しら)べることです。世 (よ)の中 (なか)の発 (はっ)展 (てん)のために、あちこちで使 (つか)う単語 (たんご)です。私 (わたし)は、イエス・キリストという福音 (ふくいん)で救 (すく)われてキリストの光 (ひかり)を持 (も)ちました。しかし、私 (わたし)と同 (おな)じたくさんのレムナントが、自分 (じぶん)の表 (おもて)の姿 (すがた)だけ見 (み)て、他 (ほか)の人 (ひと)よりおとっている点 (てん)を探 (さが)して比較 (ひかく)します。これは、貴重 (きちょう)な「私 (わたし)」を忘 (わす)れるようにさせるサタンの方法 (ほうほう)なのです。すぐに「私 (わたし)はなぜこうなのだろうか」と、気 (き)になって悩 (なや)むのも、その理由 (りゆう)です。
私 (わたし)は神様 (かみさま)の中 (なか)にいる神 (かみ)の子 (こ)どもです。それゆえ、世 (よ)の中 (なか)が話 (はな)してみせる、比較 (ひかく)することによって見 (み)る私 (わたし)ではなく、神様 (かみさま)の中 (なか)にいる私 (わたし)を見 (み)つけるべきです。それが本当 (ほんとう)の私 (わたし)なのです。もし私 (わたし)を見失 (みうしな)うと、すべてを見失 (みうしな)うようになって、私 (わたし)が混乱 (こんらん)すれば、すべてのものが混乱 (こんらん)します。今日 (きょう)、私 (わたし)がどこにいるのか考 (かんが)え直 (なお)しましょう。さらに神様 (かみさま)が造 (つく)られた私 (わたし)を見 (み)つけさせてくださいと祈 (いの)りましょう。私 (わたし)が先 (さき)にその答 (こた)えを味 (あじ)わえば、私 (わたし)を見 (み)つけられなくてさまよう友 (とも)だちに会 (あ)って「神様 (かみさま)の中 (なか)にいる私 (わたし)」を見 (み)つけるように手助 (てだす)けするようになるでしょう！
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きょうのみことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　









父 (ちち)なる神様 (かみさま)！友 (とも)だちと比較 (ひかく)して、揺 (ゆ)れたり、落胆 (らくたん)したりしないように助 (たす)けてください。神様 (かみさま)の中 (なか)にいる私 (わたし)を見 (み)つけて、まことの感謝 (かんしゃ)を回復 (かいふく)することができるように、恵 (めぐ)みをください。生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン

きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ヨーロッパレムナント大会（ロンドン）2講│　2017.4.20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[image: ]ワーク
みことばを聞 (き)いて、私 (わたし)だけの刻印 (こくいん)、根 (ね)、体質 (たいしつ)を変 (か)える答 (こた)えを味 (あじ)わう人 (ひと)がいます。次 (つぎ)のページの絵 (え)を使 (つか)って、合 (あ)うものを下 (した)の部分 (ぶぶん)に貼 (は)りましょう。
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きょうのでんどう　　　　　　　　　　会 (あ)う人 (ひと)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準備 (じゅんび)する資料 (しりょう)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





　　前 (まえ)のページで使 (つか)いましょう
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[image: ]ふくいんを　まもって　つたえる　もの


どようび


けれどもあなたは、学 (まな)んで確信 (かくしん)したところにとどまっていなさい。あなたは自分 (じぶん)が、どの人たちからそれを学 (まな)んだかを知 (し)っており、また、幼 (おさな)いころから聖書 (せいしょ)に親 (した)しんで来 (き)たことを知 (し)っているからです。聖書 (せいしょ)はあなたに知恵 (ちえ)を与 (あた)えてキリスト・イエスに対 (たい)する信仰 (しんこう)による救 (すく)いを受 (う)けさせることができるのです。

　　　　　　Ⅱテモテ
3章 (しょう)14～15節 (せつ)




テモテは使徒 (しと)だったパウロから、イエスがキリストだという正確 (せいかく)な福音 (ふくいん)を学 (まな)んで、その福音 (ふくいん)を守 (まも)りながら伝 (つた)えました。私 (わたし)にも福音 (ふくいん)を聞 (き)かせてくれる人 (ひと)がいます。それは、神様 (かみさま)の恵 (めぐ)みです。神様 (かみさま)は、私 (わたし)に福音 (ふくいん)をくださって、地 (ち)のはてまで伝 (つた)えるように導 (みちび)かれるでしょう。このことは、私 (わたし)が毎日 (まいにち)神様 (かみさま)のくださるみことばと祈 (いの)りで、力 (ちから)を受 (う)ければできるようになります。さらに、神様 (かみさま)の計画 (けいかく)のために、私 (わたし)の考 (かんが)え、心配 (しんぱい)、悩 (なや)みをどのように変 (か)えるべきかも考 (かんが)えましょう。そうすれば、神様 (かみさま)がくださる平安 (へいあん)を得 (え)るようになるでしょう。このように、祝福 (しゅくふく)の中 (なか)にいるのに「私 (わたし)はなぜこうなのか」と葛藤 (かっとう)することもあります。それは、世 (よ)の中 (なか)で刻 (こく)印 (いん)された比較 (ひかく)意識 (いしき)のために出 (で)てくる考 (かんが)えなのです。神様 (かみさま)は今 (いま)、この瞬間 (しゅんかん)にも、私 (わたし)を愛 (あい)してともにおられます。私 (わたし)は神様 (かみさま)の愛 (あい)を受 (う)けて、福音 (ふくいん)の価値 (かち)を知 (し)って、福音 (ふくいん)を守 (まも)って伝 (つた)える人 (ひと)だという事実 (じじつ)を覚 (おぼ)えましょう！
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きょうのみことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　









父 (ちち)なる神様 (かみさま)！私 (わたし)を愛 (あい)して、ともにいてくださることを感謝 (かんしゃ)します。福音 (ふくいん)を持 (も)って、守 (まも)る私 (わたし)は、神様 (かみさま)の計画 (けいかく)の中 (なか)で導 (みちび)かれているという恵 (めぐ)みを、毎日 (まいにち)悟 (さと)ることができ、信 (しん)じることができるように導 (みちび)いてください。生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン
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[image: ]福音 (ふくいん)を持 (も)っているレムナントには、突然 (とつぜん)起 (お)きる状況 (じょうきょう)にも対処 (たいしょ)することができる知恵 (ちえ)が必要 (ひつよう)です。下 (した)の状況 (じょうきょう)を見 (み)て、「私 (わたし)なら、このように対処 (たいしょ)する！」と考 (かんが)えて、クイズに答 (こた)えてみましょう。


天気 (てんき)が寒 (さむ)くなったある日 (ひ)、突然 (とつぜん)、おじいさんが倒 (たお)れました。
おじいさんは、普段 (ふだん)、血圧 (けつあつ)が高 (たか)かったのです。
このような状況 (じょうきょう)で、救急車 (きゅうきゅうしゃ)がくるまで、レムナントはなにをすべきですか

















　　　　　服 (ふく)のボタンとベルトをゆるめて、手足 (てあし)をあたためてあげます
　　　　　顔 (かお)に水 (みず)をかけて、からだをひっくり返 (かえ)して、目 (め)をさますようにします
　　　　　からだをあちこち揺 (ゆ)り動 (うご)かして、ほおをたたいて、目 (め)をさますように
します

答 (こた)えは下 (した)にあります。（くわしくは23日 (にち)に解説 (かいせつ)があります）









正解 (せいかい)は①です



生活 (せいかつ)クイズ






おじいちゃん！
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